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SH7239グループ 
A/D変換器 1チャネル変換設定例 

要旨 
本アプリケーションノートでは、A/D 変換器を使用した、1 チャネルの A/D 変換の設定例について説明し
ています。 

動作確認デバイス 
SH7239A/SH7239B 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合は、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十
分評価してください。 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
• A/D変換器 (ADC) の 1サイクルスキャンモードを用いて、1チャネルの A/D変換を行います。 
• A/D変換は、アナログ入力チャネル 0 (AN0) を用いて 3回行い、変換データを RAMへ格納します。 
 

1.2 使用機能 
• A/D 変換器 (ADC) 
 

1.3 適用条件 
マイコン   SH7239A / SH7239B 
動作周波数   内部クロック： 160MHz / 100MHz 

バスクロック： 40MHz / 50MHz 
周辺クロック： 40MHz / 50MHz 
ADクロック： 40MHz / 50MHz 

MCU動作モード  シングルチップモード 
統合開発環境  ルネサス エレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Ver.4.07.00 
Cコンパイラ  ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 

C/C++ コンパイラパッケージ Ver.9.03 Release02 
コンパイルオプション -cpu=sh2afpu -fpu=single -include="$(WORKSPDIR)¥inc" 

-object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -gbr=auto –chgincpath 
-errorpath -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0 
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 –nologo 

 
 

1.4 関連アプリケーションノート 
SH7239グループ 初期設定例 (R01AN0297JJ) 
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2. 応用例の説明 
本応用例では、A/D変換器（以下、ADC）を使用して 1チャネルの A/D変換を 3回行い、変換データを RAM
へ格納します。 

2.1 使用機能の動作概要 
ADCは、12ビット分解能の逐次比較方式のA/Dモジュールを 3つ (A/D_0, A/D_1, A/D_2) 搭載しています。

A/D変換の動作モードには、1サイクルスキャンモード、連続スキャンモード、2チャネルスキャンモードが
あります。1チャネルの A/D変換を行う場合には、1サイクルスキャンモードで 1チャネルを選択して行い
ます。 

A/D変換の起動には次の 3つの方法があります。 

1. ソフトウェアで ADST ビットを設定することで起動。 
2. MTU2 の A/D 変換開始トリガ (TRGAN、TRG0N, TRG4AN, TRG4BN)、MTU2Sの A/D変換開始トリガ

(TRGAN, TRG4AN, TRG4BN) によって起動。 
3. 外部トリガ入力 (ADTRG) の立ち下がりで起動。 

 
また、チャネル 0～2にはそれぞれ専用のサンプル&ホールド回路があり、複数チャネルの同時サンプリン
グが可能です。 

表 1に ADCの概要を示します。また、図 1に ADCのブロック図を示します。 

ADCについての詳細は、「SH7239グループ、SH7237グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編」
の「A/D変換器」の章を参照してください。 

 
表1 ADCの概要 

項目 概要 
分解能 12ビット 
変換スピード 1チャネルあたり最小 1.25us (ADクロック 40MHz 動作時) 

1チャネルあたり最小 1.0us (ADクロック 50MHz 動作時) 
モジュール数 3モジュール 
入力チャネル数 計 16チャネル 

• A/D_0 : 4チャネル (ch0～3) 
• A/D_1 : 4チャネル (ch4～7) 
• A/D_2 : 8チャネル (ch8～15) 

動作モード 1サイクルスキャンモード 
連続スキャンモード 
2チャネルスキャンモード 

サンプル&ホールド 機能 モジュール毎のサンプル&ホールド回路 
• ch0～3 共通: 1回路 
• ch4～7 共通: 1回路 
• ch8～15 共通: 1回路 
チャネル毎の専用サンプル&ホールド回路 
• ch0～2: それぞれ専用に 1回路 (計 3 回路) 

A/D 変換起動要因 ソフトウェア: ADST ビットの設定 
タイマ: MTU2の TRGAN, TRG0N, TRG4AN, TRG4BN 

MTU2Sの TRGAN, TRG4AN, TRG4BN 

外部トリガ: ADTRG (LSI 端子) 
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図1 ADCのブロック図 
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2.2 参考プログラムの動作説明 

2.2.1 参考プログラムの動作設定 
表 2に参考プログラムの設定内容を示します。 

参考プログラムでは、ADCの A/D モジュール 0（A/D_0）を 1サイクルスキャンモードに設定し、ソフト
ウェアによる A/D変換開始を使用します。 

 
表2 ADCの設定内容 

項目 内容 
使用モジュールおよび入力端子 A/D_0 （AN0） 
変換モード 1サイクルスキャンモード 
ADDR の自動クリア 禁止 
割り込み 未使用 
A/D起動要因 ソフトウェアによる ADSTビットのライトで開始 
各チャネル専用のサンプル&ホールド回路 未使用 
 
 

2.2.2 参考プログラムの動作内容 
図 2に参考プログラムの動作内容を示します。 

A/D変換は、ソフトウェアで ADCR_0レジスタの ADSTビットに 1をライトすることにより起動します。
ch0のみを有効としているので、AN0の A/D変換が完了すると A/D変換終了フラグが 1にセットされます。
ADSTビットは自動的に 0にクリアされ、A/D変換は停止します。参考プログラムでは A/D変換終了フラグ
のポーリングにより A/D変換の終了を確認し、A/Dデータレジスタから結果を取り込みます。この処理を 3
回繰り返します。 

変換待機 A/D変換 変換待機

自動クリア

AN0

ADST

A/D変換結果 (AN0)ADDR0

ADF

ソフトウェアによる

A/D変換起動

ソフトウェアによる

フラグクリア
 

図2 参考プログラムの動作内容 
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2.3 参考プログラムの構成 

2.3.1 ファイル構成 
表3に参考プログラムで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルは除
きます。 
 

表3 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 
main.c メインモジュール 初期設定、A/D変換処理 
 
 

2.3.2 定数一覧 
表4に参考プログラムで使用する定数を示します。 

 
表4 参考プログラムで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
AD_COUNT 3 A/D変換結果の格納先の配列宣言で使用（変換回数） 
 
 

2.3.3 変数一覧 
表5にグローバル変数を示します。 

 
表5 グローバル変数 

型 変数名 機能 使用関数 
uint16_t g_ad_data[AD_COUNT] A/D 変換結果を格納する配列 main 
 
 

2.3.4 関数一覧 
表6に関数一覧を示します。 

 
表6 関数一覧 

関数名 概要 
main メイン処理 
io_ad_init A/D変換器の初期設定 
io_ad_conv A/D変換実行処理 
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2.3.5 関数仕様 
参考プログラムの関数仕様を示します。 

 
main 

概 要 メイン処理 
ヘッダ  
宣 言 void main(void) 
説 明 ADCの初期設定を行った後、A/D変換を 3回実施し、結果を内蔵 RAM上の変数に格

納します。その後、永久ループに入ります。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_ad_init 

概 要 A/D変換器の初期設定 
ヘッダ  
宣 言 void io_ad_init(void) 
説 明 ADCのモジュールスタンバイを解除した後、ADCのレジスタ設定をします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_ad_conv 

概 要 A/D変換実行処理 
ヘッダ  
宣 言 uint16_t io_ad_conv(void) 
説 明 A/D変換を開始し、変換終了を待ってからA/Dエンドフラグを 0にクリアし、変換デー

タを取得します。 
引 数 なし  

リターン値 A/D変換データ 
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2.4 参考プログラムの処理手順 

2.4.1 メイン処理 
図 3にメイン処理のフローチャートを示します。 

 

main

A/D変換器の初期化
io_ad_init

A/D変換と結果の格納 (1回目)
io_ad_conv

count ← 0

count++

A/D変換と結果の格納 (2回目)
io_ad_conv

count++

A/D変換と結果の格納 (3回目)
io_ad_conv

A/D変換結果の格納先 (g_ad_data[ ]) に使用する
インデックス (ローカル変数) の初期化

g_ad_data[count] ← io_ad_convの戻り値

g_ad_data[count] ← io_ad_convの戻り値

g_ad_data[count] ← io_ad_convの戻り値

 

図3 メイン処理 
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2.4.2 A/D変換器の初期設定 
図 4に A/D変換器の初期設定のフローチャートを示します。 

 

io_ad_init

STBCR3レジスタ
MSTP32ビット ← 0

ADCR_0レジスタ ← H’00
ADSTビット = 0
ADCSビット = 0
ACEビット = 0
ADIEビット = 0
TRGEビット = 0

ADANSR_0レジスタ ← H’01
ADS0ビット = 1

ADSR_0レジスタ
ADFビット ← 0

【注】0のとき、0を上書きしないこと。

(クリア後にレジスタ読み出し)

return

ADC0のモジュールスタンバイ解除

ADC0の変換を停止
ADC0変換終了割り込み無効

ADC0をソフトからの起動による
1サイクルスキャンに設定

入力チャネル0を選択

A/Dエンドフラグのクリア

 

図4 A/D変換器の初期設定 
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2.4.3 A/D変換実行処理 
図 5に A/D変換実行処理のフローチャートを示します。 

 

io_ad_conv

ADSR_0レジスタ
ADFビット ← 0

(クリア後にレジスタ読み出し)

return (ad_buf)

A/D変換を開始

A/D変換終了?

ad_buf (ローカル変数)  ← ADDR_0レジスタ

No

Yes

A/Dエンドフラグのクリア

A/D変換結果を取得

ADCR_0レジスタ
ADSTビット ← 1

 

図5 A/D変換実行処理 
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2.5 参考プログラムのレジスタ設定 
表 7に参考プログラムでのレジスタ設定を示します。 

 
表7 参考プログラムでのレジスタ設定 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 
H'00 初期設定時 

ADST = "0"：A/D変換停止 
ADCS = "0"：1サイクルスキャンモード 
ACE = "0"：ADDRの自動クリア禁止 
ADIE = "0"：A/D変換終了割り込み禁止 
TRGE = "0"：外部トリガまたは、MTU2/MTU2Sに 

よる A/D変換開始を禁止 

A/D コントロール 
レジスタ_0 
(ADCR_0) 

H'FFFF E800 

H'80 A/D変換開始時 
ADST = "1"：A/D変換開始 

A/D アナログチャネル 
選択レジスタ_0 
(ADANSR_0) 

H’FFFF E820 H’01 ADS0 = “1”：AN0を選択 
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3. 参考ドキュメント 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-2A、SH2A-FPUユーザーズマニュアル ソフトウェア編 Rev.4.00（R01US0031JJ） 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
• ハードウェアマニュアル 

SH7239グループ、SH7237グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00（R01UH0086JJ） 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認ください。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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